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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カルボキサミド（１－２）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－
フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドならびにトルクロ
ホスメチルおよびフルトラニルから選択される少なくとも１つの活性化合物を含む、活性
化合物の組合せ。
【請求項２】
　望まれない植物病原性真菌を制御するための、請求項１に記載の活性化合物の組合せの
使用。
【請求項３】
　種子を処理するための、請求項１に記載の活性化合物の組合せの使用。
【請求項４】
　トランスジェニック植物を処理するための、請求項１に記載の活性化合物の組合せの使
用。
【請求項５】
　トランスジェニック植物の種子を処理するための、請求項１に記載の活性化合物の組合
せの使用。
【請求項６】
　請求項１に記載の活性化合物の組合せで処理された種子。
【請求項７】
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　請求項１に記載の活性化合物の組合せを、望まれない植物病原性真菌および／またはこ
れらの生息地および／または種子へ適用することを特徴とする、望まれない植物病原性真
菌を制御するための方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の活性化合物の組合せを、増量剤および／または界面活性剤と混合する
ことを特徴とする、殺真菌組成物の調製方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１に、公知のカルボキサミドおよび、第２に、さらなる公知の殺真菌活性
化合物を含む新規の活性化合物の組合せに関し、これらの組合せは、望まれない植物病原
性真菌を制御するために非常に好適である。
【背景技術】
【０００２】
　特定のカルボキサミドが殺真菌性を有することは、既に知られている：例えば、ＷＯ　
０３／０１０１４９からのＮ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フル
オロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、およびＤＥ－Ａ　１
０３　０３　５８９からの３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチル
ブチル）フェニル］－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド。これらの化合物の活性は良好である；しかし、低適用量で、これは時として十分でな
い。さらに、多数のトリアゾール誘導体、アニリン誘導体、ジカルボキサミドおよび他の
ヘテロ環が菌類を制御するために使用され得ることが既に知られている（ＥＰ－Ａ　０　
０４０　３４５、ＤＥ－Ａ　２２０１０６３、ＤＥ－Ａ　２３２４０１０、Ｐｅｓｔｉｃ
ｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，９ｔｈ．Ｅｄｉｔｉｏｎ（１９９１），ｐａｇｅｓ　２４９　ａ
ｎｄ　８２７、ＥＰ－Ａ　０　３８２　３７５ならびにＥＰ－Ａ　０　５１５　９０１を
参照のこと）。しかし、低適用量でのこれらの化合物の活性は、同様に、常には十分でな
い。さらには、１－（３，５－ジメチルイソオキサゾール－４－スルホニル）－２－クロ
ロ－６，６－ジフルオロ－［１，３］－ジオキソロ－［４，５ｆ］ベンゾイミダゾールが
殺真菌性を有することが既に知られている（ＷＯ９７／０６１７１を参照のこと）。最後
に、置換ハロピリミジンが殺真菌性を有することも知られている（ＤＥ－Ａ１－１９６４
６４０７、ＥＰ－Ｂ－７１２３９６を参照のこと）。
【発明の開示】
【０００３】
　本発明は、ここで、非常に良好な殺真菌性を有しおよび一般式（Ｉ）の少なくとも１つ
のカルボキサミド（グループ１）を含む新規な活性化合物の組合せを提供する：
【０００４】

【化６】

（式中、
　Ｒ１は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、もしくは１から７のフッ素、塩素お
よび／または臭素原子を有するＣ１－Ｃ３－ハロアルキルを示し、
　Ａは、下記の基Ａ１からＡ８の１つを示し：
【０００５】
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【化７】

　Ｒ２は、Ｃ１－Ｃ３－アルキルを示し、
　Ｒ３は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、もしくは１から７のフッ素、塩素お
よび／または臭素原子を有するＣ１－Ｃ３－ハロアルキルを示し、
　Ｒ４は、水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ３－アルキルを示し、
　Ｒ５は、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、もしくは１から７のフッ素、塩素および／
または臭素原子を有するＣ１－Ｃ３－ハロアルキルを示し、
　Ｒ６は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、アミノ、モノ－またはジ（Ｃ１－Ｃ

３－アルキル）アミノを示し、
　Ｒ７は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、もしくは１から７のフッ素、塩素お
よび／または臭素原子を有するＣ１－Ｃ３－ハロアルキルを示し、
　Ｒ８は、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、もしくは１から７のフッ素、塩素および／
または臭素原子を有するＣ１－Ｃ３－ハロアルキルを示し、
　Ｒ９は、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、もしくは１から７のフッ素、塩素および／
または臭素原子を有するＣ１－Ｃ３－ハロアルキルを示し、
　Ｒ１０は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、もしくは１から７のフッ素、塩素
および／または臭素原子を有するＣ１－Ｃ３－ハロアルキルを示す）
ならびに
　（２）下記式のトルクロホスメチル
【０００６】

【化８】

（ＤＥ－Ａ　２５　０１　０４０から公知）
および／または
　（３）下記式のフルトラニル
【０００７】
【化９】

（ＤＥ－Ａ　２７　３１　５２２から公知）。
【０００８】
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　驚くべきことに、本発明による活性化合物の組合せの殺真菌活性は、個々の活性化合物
の活性の総計よりもかなり高い。したがって、予測不可能な真の相乗効果が存在し、およ
び単なる活性の付加ではない。
【０００９】
　式（Ｉ）は、グループ（１）の化合物の一般的な定義を提供する。
【００１０】
　好ましいのは、式（Ｉ）のカルボキサミドである：
式中、Ｒ１は、水素、フッ素、塩素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、モ
ノフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、モノクロロメチル、ジクロ
ロメチル、またはトリクロロメチルを示し、
　Ａは、下記の基Ａ１からＡ５の１つを示し：
【００１１】
【化１０】

　Ｒ２は、メチル、エチル、ｎ－またはイソプロピルを示し、
　Ｒ３は、ヨウ素、メチル、ジフルオロメチル、またはトリフルオロメチルを示し、
　Ｒ４は、水素、フッ素、塩素、またはメチルを示し、
　Ｒ５は、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、ジフルオロメチル、またはトリフルオロメチル
を示し、
　Ｒ６は、水素、塩素、メチル、アミノ、またはジメチルアミノを示し、
　Ｒ７は、メチル、ジフルオロメチル、またはトリフルオロメチルを示し、
　Ｒ８は、臭素またはメチルを示し、
　Ｒ９は、メチルまたはトリフルオロメチルを示す。
【００１２】
　特に好ましいのは、式（Ｉ）のカルボキサミドである：
式中、Ｒ１は、水素、フッ素、塩素、メチル、エチル、またはトリフルオロメチルを示し
、
　Ａは、下記の基Ａ１またはＡ２の１つを示し、
【００１３】
【化１１】

　Ｒ２は、メチルまたはイソプロピルを示し、
　Ｒ３は、メチル、ジフルオロメチル、またはトリフルオロメチルを示し、
　Ｒ４は、水素またはフッ素を示し、
　Ｒ５は、ヨウ素、ジフルオロメチル、またはトリフルオロメチルを示す。
【００１４】
　非常に特に好ましいのは、式（Ｉ）のカルボキサミドである：
式中、Ｒ１は、水素またはメチルを示し、
　Ａは、下記の基Ａ１またはＡ２の１つを示し、
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【００１５】
【化１２】

　Ｒ２は、メチルを示し、
　Ｒ３は、メチルを示し、
　Ｒ４は、フッ素を示し、
　Ｒ５は、ヨウ素またはトリフルオロメチルを示す。
【００１６】
　非常に特に好ましいのは、混合物中において、式（Ｉａ）の化合物を使用することであ
り、
【００１７】
【化１３】

式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は上記で定義される通りである。
【００１８】
　非常に特に好ましいのは、混合物中において、式（Ｉｂ）の化合物を使用することであ
り、
【００１９】

【化１４】

式中、Ｒ１およびＲ５は上記で定義される通りである。
【００２０】
　式（Ｉ）は、特に、グループ（１）の下記の好ましい混合パートナーを含む：
（１－１）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１，３－ジメチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－２）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３
－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０１０１４９から公
知）
（１－３）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－クロロ－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ－Ａ　１０－２５１２４０から
公知）
（１－４）　３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニ
ル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－５）　３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェ
ニル］－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＤＥ－Ａ



(6) JP 5000636 B2 2012.8.15

10

20

30

40

50

　１０３　０３　５８９から公知）
（１－６）　３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェ
ニル］－５－クロロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ－Ａ　
１０－２５１２４０から公知）
（１－７）　１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル
］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ－Ａ　１０－２５１２４０から公知）
（１－８）　５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブ
チル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０１０１４９
から公知）
（１－９）　３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメ
チルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－１０）　３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－ト
リメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－１１）　３－（トリフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［２－（
１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
ＤＥ－Ａ　１０３　０３　５８９から公知）
（１－１２）　３－（トリフルオロメチル）－５－クロロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１
，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（Ｊ
Ｐ－Ａ　１０－２５１２４０から公知）
（１－１３）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードベンズア
ミド（ＤＥ－Ａ　１０２　２９　５９５から公知）
（１－１４）　２－ヨード－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］ベ
ンズアミド（ＤＥ－Ａ　１０２　２９　５９５から公知）
（１－１５）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－（トリフルオロ
メチル）ベンズアミド（ＤＥ－Ａ　１０２　２９　５９５から公知）
（１－１６）　２－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチ
ル）フェニル］ベンズアミド（ＤＥ－Ａ　１０２　２９　５９５から公知）。
【００２１】
　強調されるのは、カルボキサミド（１－８）　５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－
［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド（グループ１）に加えて、グループ（２）および（３）の１つ以上、好ましくは１
つの混合パートナーを含む、本発明による活性化合物の組合せである。
【００２２】
　強調されるのは、カルボキサミド（１－２）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）
フェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（グループ１）に加えて、グループ（２）および（３）の１つ以上、好ましくは１つの混
合パートナーを含む、本発明による活性化合物の組合せである。
【００２３】
　強調されるのは、カルボキサミド（１－１５）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル
）フェニル］－２－（トリフルオロメチル）ベンズアミド（グループ１）に加えて、グル
ープ（２）および（３）の１つ以上、好ましくは１つの混合パートナーを含む、本発明に
よる活性化合物の組合せである。
【００２４】
　強調されるのは、カルボキサミド（１－１３）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル
）フェニル］－２－ヨードベンズアミド（グループ１）に加えて、グループ（２）および
（３）の１つ以上、好ましくは１つの混合パートナーを含む、本発明による活性化合物の
組合せである。
【００２５】
　下記に記載のものが、２つのグループの活性化合物、および各ケースにおいて、式（Ｉ
）の少なくとも１つのカルボキサミド（グループ１）、ならびに記載のグループ（２）お
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よび（３）の少なくとも１つの活性化合物を含む好ましい活性化合物の組合せである。こ
れらの組合せは、活性化合物の組合せＡおよびＢである。
【００２６】
　好ましい活性化合物の組合せＡおよびＢの中でも、強調されるのは、式（Ｉ）のカルボ
キサミド（グループ１）を含むものである：
【００２７】
【化１５】

式中、Ｒ１およびＡは上記で定義される通りである。
【００２８】
　特に好ましいのは、式（Ｉ）のカルボキサミド（グループ１）を含む活性化合物の組合
せＡおよびＢである：
【００２９】

【化１６】

式中、
　Ｒ１は、水素、フッ素、塩素、メチル、エチル、またはトリフルオロメチルを示し、
　Ａは、下記の基Ａ１またはＡ２の１つを示し：
【００３０】

【化１７】

　Ｒ２は、メチルを示し、
　Ｒ３は、メチル、ジフルオロメチル、またはトリフルオロメチルを示し、
　Ｒ４は、水素またはフッ素を示し、
　Ｒ５は、ヨウ素またはトリフルオロメチルを示す。
【００３１】
　特に好ましいのは、式（Ｉ）のカルボキサミド（グループ１）が下記のリストから選択
される、活性化合物の組合せＡおよびＢである：
（１－１）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１，３－ジメチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－２）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３
－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－３）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－クロロ－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
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（１－４）　３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニ
ル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－５）　３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェ
ニル］－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－６）　３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェ
ニル］－５－クロロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－７）　１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル
］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－８）　５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブ
チル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－９）　３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメ
チルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－１０）　３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－ト
リメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－１１）　３－（トリフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［２－（
１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－１２）　３－（トリフルオロメチル）－５－クロロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１
，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－１３）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードベンズア
ミド
（１－１４）　２－ヨード－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］ベ
ンズアミド
（１－１５）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－（トリフルオロ
メチル）ベンズアミド
（１－１６）　２－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチ
ル）フェニル］ベンズアミド。
【００３２】
　特に好ましいのは、式（Ｉ）のカルボキサミド（グループ１）が下記のリストから選択
される、活性化合物の組合せＡおよびＢである：
（１－２）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３
－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－８）　５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブ
チル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－１０）　３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－ト
リメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
（１－１３）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードベンズア
ミド
（１－１４）　２－ヨード－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］ベ
ンズアミド
（１－１５）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－（トリフルオロ
メチル）ベンズアミド
（１－１６）　２－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチ
ル）フェニル］ベンズアミド。
【００３３】
　式（Ｉ）のカルボキサミド（グループ１）に加えて、活性化合物の組合せＡはさらに以
下を含む：
（２）以下の式のトルクロホスメチル
【００３４】
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【化１８】

【００３５】
　強調されるのは、下記の表１に列挙される活性化合物の組合せＡである：
【００３６】

【表１】

【００３７】
　式（Ｉ）のカルボキサミド（グループ１）に加えて、活性化合物の組合せＢはさらに以
下を含む：
（３）以下の式のフルトラニル
【００３８】
【化１９】

【００３９】
　強調されるのは、下記の表２に列挙される活性化合物の組合せＢである：
【００４０】
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【表２】

【００４１】
　式（Ｉ）の活性化合物に加えて、本発明による活性化合物の組合せは、グループ（２）
および（３）の化合物の中からの少なくとも１つの活性化合物を含む。さらに、これらは
また、追加の殺真菌活性添加成分を含んでもよい。
【００４２】
　本発明による活性化合物の組合せ中の活性化合物が特定の重量比で存在する場合、相乗
効果は特に顕著である。しかし、活性化合物の組合せ中の活性化合物の重量比は、比較的
広い範囲内で変化され得る。一般的に、本発明による組合せは、下記表３において例示的
様式で与えられる混合比で、式（Ｉ）の活性化合物とグループ（２）および（３）のうち
の１つの混合パートナーとを含む。
【００４３】
　混合比は重量比に基づく。該比は、式（Ｉ）の活性化合物：混合パートナーを意味する
と理解される。
【００４４】

【表３】

【００４５】
　各ケースにおいて、混合比は、相乗的混合物が得られるように選択される。式（Ｉ）の
化合物とグループ（２）および（３）のうちの１つの化合物との混合比はまた、グループ
の個々の化合物間で変化し得る。
【００４６】
　本発明による活性化合物の組合せは、強力な殺微生物作用を有しており、および作物保
護および材料保護において、真菌および細菌などの望まれない微生物を制御するために使
用され得る。
【００４７】
　作物保護において、殺真菌剤は、プラスモジオホロミセテス（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈ
ｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）、オーミセテス（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）、キトリディオミセテス
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（Ｃｈｙｔｒｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）、ジゴミセテス（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ）、ア
スコミセテス（Ａｓｃｏｍｙｃｔｅｓ）、バシジオミセテス（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔ
ｅｓ）およびドイテロミセテス（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）を制御するために使用
され得る。
【００４８】
　作物保護において、殺細菌剤は、シュードモナス科（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｄａｃｅａ
ｅ）、リゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）、腸内細菌科（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔ
ｅｒｉａｃｅａｅ）、コリネバクテリア科（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）お
よびストレプトミセス科（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔａｃｅａｅ）を制御するために使用
され得る。
【００４９】
　上記に列挙される属名に分類される真菌病および細菌病を引き起こすいくつかの病原体
が、例として、しかし限定としてではなく、言及され得る：
　例えば以下などのうどん粉病病原体によって引き起こされる病気、
ブルメリア（Ｂｌｕｍｅｒｉａ）種、例えば、ブルメリア・グラミニス（Ｂｌｕｍｅｒｉ
ａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）など；
ポドスファエラ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）種、例えば、ポドスファエラ・ロイコトリカ
（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）など；
スファエロセカ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ）種、例えば、スファエロセカ・フリギネア
（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）など；
ウンキヌラ（Ｕｎｃｉｎｕｌａ）種、例えば、ウンキヌラ・ネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌａ
　ｎｅｃａｔｏｒ）など；
　例えば以下などのさび病病原体によって引き起こされる病気、
ジムノスポランジウム（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ）種、例えば、ジムノスポラン
ジウム・サビナエ（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）など、
ヘミレイア（Ｈｅｍｉｌｅｉａ）種、例えば、ヘミレイア・バスタトリックス（Ｈｅｍｉ
ｌｅｉａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）など；
ファコプソラ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ）種、例えば、ファコプソラ・パキルヒジ（Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）およびファコプソラ・メイボミアエ（Ｐｈａｋ
ｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）など；
プクシニア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）種、例えば、プクシニア・レコンディタ（Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）など；
ウロミセス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ）種、例えば、ウロミセス・アッペンディキュレイタス（
Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）など；
　例えば以下などのオーミセテス（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）のグループ由来の病原体によっ
て引き起こされる病気、
ブレミア（Ｂｒｅｍｉａ）種、例えば、ブレミア・ラクチュカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃ
ｔｕｃａｅ）など；
ペロノスポラ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）種、例えば、ペロノスポラ・ピシ（Ｐｅｒｏｎ
ｏｓｐｏｒａ　ｐｉｓｉ）またはＰ．ブラッシカエ（Ｐ．ｂｒａｓｓｉｃａｅ）など；
フィトフソラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）種、例えば、フィトフソラ・インフェスタン
ス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）など；
プラスモパラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ）種、例えば、プラスモパラ・ビチコラ（Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）など；
シュードペロノスポラ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）種、例えば、シュードペ
ロノスポラ・フムリ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌｉ）またはシュ
ードペロノスポラ・キュベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓ
ｉｓ）など；
ピチウム（Ｐｙｔｈｉｕｍ）種、例えば、ピチウム・ウルチマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌ
ｔｉｍｕｍ）など；
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　例えば以下によって引き起こされる葉枯病および葉立枯病（ｌｅａｆ　ｗｉｌｔ　ｄｉ
ｓｅａｓｅｓ）、
アルテルナリア種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）種、例えば、アルテルナリア・ソラニ（Ａｌ
ｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）など；
セルコスポラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ）種、例えば、セルコスポラ・ベチコラ（Ｃｅｒｃ
ｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）など；
クラジオスポリウム（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ）種、例えば、クラジオスポリウム・
ククメリヌム（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｎｕｍ）など；
コクリオボラス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ）種、例えば、コクリオボラス・サティブス
（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）など（分生子型：ドレクスレラ（Ｄｒｅ
ｃｈｓｌｅｒａ）、Ｓｙｎ：ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ
））；
コレトトリカム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ）種、例えば、コレトトリカム・リンデ
ムチアニウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈａｎｉｕｍ）など；
シクロコニウム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ）種、例えば、シクロコニウム・オレアギヌム
（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｕｍ）など；
ディアポルテ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ）種、例えば、ディアポルテ・シトリ（Ｄｉａｐｏｒ
ｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）など；
エルシノエ（Ｅｌｓｉｎｏｅ）種、例えば、エルシノエ・ファウセッティ（Ｅｌｓｉｎｏ
ｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉｉ）など；
グロエオスポリウム（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ）種、例えば、グロエオスポリウム・ラ
エチコロル（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｌａｅｔｉｃｏｌｏｒ）など；
グロメレラ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ）種、例えば、グロメレラ・シングラタ（Ｇｌｏｍｅ
ｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）など；
グイグナルジア（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ）種、例えば、グイグナルジア・ビドウェルリ（
Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉ）など；
レプトスファエリア（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ）種、例えば、レプトスファエリア・
マクランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）など；
マグナポルテ（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ）種、例えば、マグナポルテ・グリセア（Ｍａｇ
ｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）など；
ミコスファエレラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ）種、例えば、ミコスファエレラ・グ
ラミニコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）など；
ファエオスフェリア（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ）種、例えば、ファエオスフェリア・
ノドラム（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）など；
ピレノフォラ（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）種、例えば、ピレノフォラ・テレス（Ｐｙｒｅ
ｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）など；
ラムラリア（Ｒａｍｕｌａｒｉａ）種、例えば、ラムラリア・コロ－シグニ（Ｒａｍｕｌ
ａｒｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）など；
リンコスポリウム（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）種、例えば、リンコスポリウム・セ
カリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）など；
セプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）種、例えば、セプトリア・アピイ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　
ａｐｉｉ）など；
チフラ（Ｔｙｐｈｕｌａ）種、例えば、チフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃ
ａｒｎａｔａ）など；
ベンチュリア（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）種、例えば、ベンチュリア・イナエクアリス（Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）など；
　例えば以下よって引き起こされる根および茎病（ｒｏｏｔ　ａｎｄ　ｓｔｅｍ　ｄｉｓ
ｅａｓｅｓ）、
コルチシウム（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ）種、例えば、コルチシウム・グラミネアルム（Ｃｏ
ｒｔｉｃｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）など；
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フザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）種、例えば、フザリウム・オキシスポラム（Ｆｕｓａｒ
ｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）など；
ゲウマンノミセス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ）種、例えば、ゲウマンノミセス・グ
ラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）など；
リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）種、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）など；
タペシア（Ｔａｐｅｓｉａ）種、例えば、タペシア・アクホルミス（Ｔａｐｅｓｉａ　ａ
ｃｕｆｏｒｍｉｓ）など；
ティエラビオプシス（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ）種、例えば、ティエラビオプシス・
バシコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）など；
　例えば以下によって引き起こされる穂および円錐花序病（Ｅａｒ　ａｎｄ　ｐａｎｉｃ
ｌｅ　ｄｉｓｅａｓｅｓ）（トウモロコシ穂軸を含む）
アルテルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）種、例えば、アルテルナリア種（Ａｌｔｅｒｎ
ａｒｉａ　ｓｐｐ．）など；
アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）種、例えば、アスペルギルス・フラバス（Ａ
ｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）など；
クラドスポリウム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）種、例えば、クラドスポリウム種（Ｃｌ
ａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）例えば、クラドスポリウム・クラドスポリオイドス（
Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅｓ）など；
クラビセプス（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ）種、例えば、クラビセプス・プルプレア（Ｃｌａｖ
ｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）など；
フザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）種、例えば、フザリウム・カルモラム（Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）など；
ギベレラ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ）種、例えば、ギベレラ・ゼア（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ
　ｚｅａｅ）など；
モノグラフェラ（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ）種、例えば、モノグラフェラ・ニバリス
（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）など；
　例えば以下などの黒穂菌類によって引き起こされる病気、
スファケロテカ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ）種、例えば、スファケロテカ・レイリア
ナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）など；
ティレチア（Ｔｉｌｌｅｔｉａ）種、例えば、ティレチア・カリエス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ
　ｃａｒｉｅｓ）など；
ウロシスティス（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ種、例えば、ウロシスティス・オクルタ（Ｕｒｏｃ
ｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）など；
ウスチラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ）種、例えば、ウスチラゴ・ヌーダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　
ｎｕｄａ）など；
　以下によって引き起こされる果実腐敗、
アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）種、例えば、アスペルギルス・フラブス（Ａ
ｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）など；
ボトリティス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）種、例えば、ボトリティス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔ
ｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）など；
ペニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）種、例えば、ペニシリウム・イクパンザム（Ｐ
ｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）およびペニシリウム・プルプロゲナム（Ｐｅ
ｎｉｃｉｌｌｉｕｉｍ　ｐｕｒｐｕｒｏｇｅｎｕｍ）など；
スクレロティニア（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ）種、例えば、スクレロティニア・スクレロ
ティオラム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）など；
バーティシリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ）種、例えば、バーティシリウム・アルボア
トラム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ａｌｂｏａｔｒｕｍ）など；
　例えば以下によって引き起こされる、種子および土壌伝染性腐敗および立枯病、ならび
にまた苗木の病気、
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フザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）種、例えば、フザリウム・カルモラム（Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）など；
フィトフソラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）種、例えば、フィトフソラ・カクトラム（Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）など；
ピチウム（Ｐｙｔｈｉｕｍ）種、例えば、ピチウム・ウルチマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌ
ｔｉｍｕｍ）など；
リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）種、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）など；
スクレロチウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ）種、例えば、スクレロチウム・ロルフシー（Ｓ
ｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）など；
　例えば以下によって引き起こされる、癌性疾患、こぶ（ｇａｌｌｓ）およびてんぐ巣病
、
ネクトリア（Ｎｅｃｔｒｉａ）種、例えば、ネクトリア・ガリゲナ（Ｎｅｃｔｒｉａ　ｇ
ａｌｌｉｇｅｎａ）など；
　例えば以下によって引き起こされる立枯病、
モニリニア（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ）種、例えば、モニリニア・ラクサ（Ｍｏｎｉｌｉｎｉ
ａ　ｌａｘａ）；
　例えば以下によって引き起こされる、葉、花および果実の奇形、
タフリナ（Ｔａｐｈｒｉｎａ）種、例えば、タフリナ・デホルマンス（Ｔａｐｈｒｉｎａ
　ｄｅｆｏｒｍａｎｓ）など；
　例えば以下によって引き起こされる、木質植物の変性疾患、
エスカ（Ｅｓｃａ）種、例えば、ファエモニエラ・クラミドスポラ（Ｐｈａｅｍｏｎｉｅ
ｌｌａ　ｃｌａｍｙｄｏｓｐｏｒａ）など；
　例えば以下によって引き起こされる、花および種子の病気、
ボトリティス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）種、例えば、ボトリティス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔ
ｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）など；
　例えば以下によって引き起こされる、植物塊茎の病気、
リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）種、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）など；
ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）種、例えば、ヘルミントス
ポリウム・ソラニ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）など；
　例えば以下などの細菌性病原体によって引き起こされる病気、
キサントモナス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ）種、例えば、キサントモナス・キャンペスト
リスｐｖ．オリザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｏｒｙ
ｚａｅ）など；
シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）種、例えば、シュードモナス・シリンガエｐ
ｖ．ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙ
ｍａｎｓ）など；
エルウィニア（Ｅｒｗｉｎｉａ）種、例えば、エルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）など。
【００５０】
　好ましいのは、大豆の下記の疾患を制御することである：
　例えば以下によって引き起こされる葉、幹、鞘および種子における真菌病、
アルテルナリア斑点病（アルテルナリア　ｓｐｅｃ．　アトランス　テヌイシマ（Ａｌｔ
ｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｅｃ．　ａｔｒａｎｓ　ｔｅｎｕｉｓｓｉｍａ））、炭疽病（コレ
トトリカム　グロエオスポロイドス　デマチウム　ｖａｒ．　トランカタム（Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｏｉｄｅｓ　ｄｅｍａｔｉｕｍ　ｖａｒ．　ｔ
ｒｕｎｃａｔｕｍ））、褐斑病（セプトリア・グリシンズ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃ
ｉｎｅｓ））、セルコスポラ斑点病および胴枯病（セルコスポラ・キクチイ（Ｃｅｒｃｏ
ｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ））、コウガイケカビ葉枯病（Ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　
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ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（コアネホラ　インフンジブリフェラ　トリスポラ（Ｃｈｏａ
ｎｅｐｈｏｒａ　ｉｎｆｕｎｄｉｂｕｌｉｆｅｒａ　ｔｒｉｓｐｏｒａ）（Ｓｙｎ．））
、ダクツリオホラ斑点病（ダクツリオホラ・グリシンズ（Ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　
ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、べと病（ペロノスポラ・マンシュリカ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ
　ｍａｎｓｈｕｒｉｃａ））、ドレツクスレア枯病（ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｂｌｉｇｈ
ｔ）（ドレツクスレア・グリシニ（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｉ））、赤星斑
点病（セルコスポラ・ソジナ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ））、レプトスフェ
ルリナ斑点病（レプトスフェルリナ・トリフォリイ（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ
　ｔｒｉｆｏｌｉｉ））、フィロスティカ（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃａ）斑点病（フィロス
ティクタ・ソジャエコラ（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ　ｓｏｊａｅｃｏｌａ））、鞘およ
び幹枯病（ホモプシス・ソジャエ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｏｊａｅ））、うどん粉病（
ミクロスファエラ・ディフサ（Ｍｉｃｒｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ））、ピレノ
ケータ斑点病（ピレノケータ・グリシンズ（ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
ｓ））、リゾクトニア・アエリアル（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ａｅｒｉａｌ）、葉（ｆ
ｏｌｉａｇ）、およびクモの巣病（ｗｅｂ　ｂｌｉｇｈｔ）（リゾクトニア・ソラニ（Ｒ
ｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ））、さび病（ファコプソラ・パキルヒジ（Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ））、黒星病（スファセロマ・グリシンズ（Ｓｐ
ｈａｃｅｌｏｍａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、ステムフィリウム葉枯病（ステムフィリウム
・ボトリオスム（Ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｂｏｔｒｙｏｓｕｍ））、輪紋病（コリネス
ポラ・カッシイコラ（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉｉｃｏｌａ））。
【００５１】
　例えば以下によって引き起こされる、根および幹（ｓｔｅｍ　ｂａｓｅ）における真菌
病、
黒根病（カロネクトリア・クロタラリエ（Ｃａｌｏｎｅｃｔｒｉａ　ｃｒｏｔａｌａｒｉ
ａｅ））、炭腐病（マクロフォミナ・ファゼオリナ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａ
ｓｅｏｌｉｎａ））、フザリウム枯病または立枯病、根腐れ、ならびに鞘およびカラー（
ｃｏｌｌａｒ）腐れ病（フザリウム・オキシスポラム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏ
ｒｕｍ）、フザリウム・オルトセラス（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｒｔｈｏｃｅｒａｓ）、フ
ザリウム・セミテクタム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｅｍｉｔｅｃｔｕｍ）、フザリウム・エ
クイセチ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｅｑｕｉｓｅｔｉ））、ミコレプトディスカス根腐れ（ミ
コレプトディスカス・テレストリス（Ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔ
ｒｉｓ））、ネオコスモスポラ（ネオコスモスポラ・バシンフェクタ（Ｎｅｏｃｏｓｍｏ
ｐｓｐｏｒａ　ｖａｓｉｎｆｅｃｔａ））、鞘および幹枯病（ディアポルテ・ファセオロ
ラム（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ））、枝枯病（ディアポルテ・ファ
セオロラム　ｖａｒ．カウリボラ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ　ｖａ
ｒ．　ｃａｕｌｉｖｏｒａ））、フィトフソラ腐敗（フィトフソラ・メガスペルマ（Ｐｈ
ｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍｅｇａｓｐｅｒｍａ））、落葉病（フィアロフォラ・グレガタ
（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ　ｇｒｅｇａｔａ））、ピチウム腐敗（ピチウム・アファニデ
ルマツム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ）、ピチウム・イレグラレ（
Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ）、ピチウム・デバリアヌム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　
ｄｅｂａｒｙａｎｕｍ）、ピチウム・ミリオチルム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌ
ｕｍ）、ピチウム・ウルチマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ））、リゾクトニア根
腐れ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　Ｒｏｏｔ　Ｒｏｔ）、幹腐敗、および立枯病（リゾクト
ニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ））、スクレロティニア幹腐敗（
スクレロティニア・スクレロティオラム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏ
ｒｕｍ））、スクレロティニア白絹病（スクレロティニア・ロルフシー（Ｓｃｌｅｒｏｔ
ｉｎｉａ　ｒｏｌｆｓｉｉ））、ティエラビオプシス根腐れ（ティエラビオプシス・バシ
コラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ））。
【００５２】
　前記活性化合物の組合せが、植物病を制御するために必要とされる濃度で植物によって
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十分に耐容されるという事実は、植物全体（植物の地上部分および根）、繁殖ストックお
よび種子、ならびに土壌の処置を可能にする。本発明による活性化合物の組合せは、種子
粉衣としての葉状適用などのために使用され得る。
【００５３】
　使用され得る前記活性化合物が、植物病を制御するために必要とされる濃度で植物によ
って十分に耐容されるという事実は、種子の処理を可能にする。したがって、本発明によ
る活性化合物は、種子粉衣として使用され得る。
【００５４】
　植物病原性真菌によって引き起こされる作物に対する損傷の大部分は、保存の間および
種子が土壌へ導入された後、ならびに植物の発芽の間および直後に、種子が攻撃されると
すぐ、生じる。この段階は特に重要であり、何故ならば、成長中の植物の根および芽は特
に敏感であり、およびわずかな損傷でさえも植物全体の死へと導き得るためである。した
がって、好適な組成物の使用によって種子および発芽中の植物を保護することは、特に非
常に興味深いことである。
【００５５】
　発芽後の植物に損傷を与える植物病原性真菌の制御は、土壌および植物の地上部分を作
物保護剤で処理することによって、主に行われる。環境ならびに人間および動物の健康に
対する作物保護剤の可能な影響に関する関心に起因して、適用される活性化合物の量を削
減する努力が存在する。
【００５６】
　植物の種子を処理することによる植物病原性真菌の制御は、長い間知られており、およ
び継続的な改善の事項である。しかし、種子の処理は、常に十分には解決され得ない一連
の問題を伴う。したがって、播種後または植物の出芽後に作物保護剤の追加の適用を省く
か、もしくは追加の適用が少なくともかなり減少される、種子および発芽中の植物を保護
する方法を開発することが望ましい。さらには、植物病原性真菌による攻撃からの種子お
よび発芽中の植物についての最大限の保護を提供し、しかし、使用される活性化合物によ
って植物自体に損傷を与えることのないように、このような様式で使用される活性化合物
の量を最適化することが望ましい。特に、種子の処理方法はまた、最小量の作物保護剤が
使用されつつ種子および発芽中の植物の最適な保護を達成するために、トランスジェニッ
ク植物の固有の殺真菌性を考慮すべきである。
【００５７】
　したがって、本発明は、特に、さらに、本発明による組成物で種子を処理することによ
って、植物病原性真菌による攻撃からの種子および発芽中の植物を保護する方法に関する
。
【００５８】
　本発明は、同様に、植物病原性真菌から種子および発芽中の植物を保護するための、種
子の処理のための、本発明による組成物の使用に関する。
【００５９】
　さらに、本発明は、本発明による組成物で処理されて植物病原性真菌からの保護を得た
種子に関する。
【００６０】
　本発明の利点の１つは、本発明による組成物の特定の体系的特性のために、これらの組
成物での種子の処理が、植物病原性真菌から、種子自体だけでなく、出芽後に得られる植
物をも保護することである。この様式で、播種時またはこの直後に作物の即時処理を省く
ことができる。
【００６１】
　さらに、本発明による混合物はまた、特にトランスジェニック種子において使用され得
ることが、利点として考慮されなければならない。
【００６２】
　本発明による組成物は、農業、温室、森林、または園芸において使用される任意の植物
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種の種子を保護するために好適である。特に、これは、穀草類（例えば、小麦、大麦、ラ
イ麦、アワおよびオート麦）、トウモロコシ、綿、大豆、米、ジャガイモ、ヒマワリ、豆
、コーヒー、ビート（例えば、ビート糖および飼料用ビート）、落花生、野菜（例えば、
トマト、キュウリ、タマネギおよびレタス）、芝生および観葉植物の種子の形態をとる。
穀草類（例えば、小麦、大麦、ライ麦、およびオート麦）、トウモロコシおよび米の種の
処理が、特に重要である。
【００６３】
　本発明の文脈において、本発明による組成物は、単独でまたは好適な製剤で、種子へ適
用される。好ましくは、種子は、処理の間損傷を避けるに十分に安定である状態で、処理
される。一般的に、種子は、収穫と播種との間の任意の時点で処理され得る。植物から分
離されおよび穂軸、殻、皮、毛または果肉が除去された種子が、通常使用される。したが
って、例えば、収穫され、洗浄され、および１５重量％未満の含水率に乾燥された、種子
を使用することが可能である。もしくは、乾燥後、例えば水で処理され、次いで再度乾燥
された、種子を使用することも可能である。
【００６４】
　種子を処理する際、種子へ適用される本発明による組成物の量および／または追加の添
加剤の量は、種子の発芽に悪影響が与えられない様式で、もしくは得られる植物が損傷さ
れない様式で、選択されることが、一般的に注意されなければならない。これは、特定の
適用量で植物毒性効果を有し得る活性化合物の場合、特に留意されなければならない。
【００６５】
　本発明による組成物は、直接、即ち、さらなる成分を含むことなくおよび希釈されるこ
となく、適用され得る。一般的に、該組成物を好適な製剤の形態で種子へ適用することが
好ましい。好適な製剤および種子の処理方法は、当業者に公知であり、および例えば以下
の文献に記載されている：ＵＳ　４，２７２，４１７　Ａ、ＵＳ　４，２４５，４３２　
Ａ、ＵＳ　４，８０８，４３０　Ａ、ＵＳ　５，８７６，７３９　Ａ、ＵＳ　２００３／
０１７６４２８　Ａｌ、ＷＯ　２００２／０８０６７５　Ａｌ、ＷＯ　２００２／０２８
１８６　Ａ２。
【００６６】
　本発明による活性化合物はまた、作物の収穫率を増加させるために好適である。さらに
、これらは、より少ない毒性を示し、および植物によって十分に耐容される。
【００６７】
　本発明によれば、植物全体および植物の部分を処理することが可能である。植物は、全
ての植物および植物集団、例えば、望まれるおよび望まれない野生植物または作物（天然
の作物を含む）を意味すると本明細書中において理解される。作物は、従来の育種および
最適化方法によって、またはバイオテクノロジーおよび遺伝子工学法によって、もしくは
これらの組合せによって得られ得る植物（トランスジェニック植物を含み、および植物育
種者の証明によって保護され得るまたは保護され得ない植物品種を含む）であり得る。植
物の部分は、植物の全ての地上および地下の部分および器官、例えば、芽、葉、花および
根を意味すると理解され、言及され得る例は、葉、針状葉（ｎｅｅｄｌｅｓ）、茎、幹、
花、子実体、果実および種子、ならびにまた根、塊茎および地下茎である。植物の部分は
また、収穫された材料、ならびに増殖性および生殖的繁殖材料（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　
ａｎｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、例えば
、苗木、塊茎、地下茎、切り枝及び種子を含む。
【００６８】
　前記活性化合物を用いての本発明による植物および植物の部分の処理は、従来の処理方
法に従って、例えば、浸漬、噴霧、蒸発、霧化（ａｔｏｍｉｚｉｎｇ）、散布、ブラッシ
ング－オン（ｂｒｕｓｈｉｎｇ－ｏｎ）によって、および、繁殖材料（ｐｒｏｐａｇａｔ
ｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合は、特に種の場合は、さらに単層または多層コーティ
ングによって、直接、もしくはこれらの環境、生息地または保管領域に対する作用によっ
て行われる。
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【００６９】
　既に上述したように、本発明に従って植物全体およびこれらの部分を処理することが可
能である。好ましい実施形態において、野生植物種および植物品種、もしくは従来の生物
学的育種法（例えば、異種交配または原形質融合）によって得られるものおよびこの部分
が処理される。さらなる好ましい実施形態において、好適である場合には従来法（遺伝子
組み換え生物（Ｇｅｎｅｔｉｃａｌｌｙ　Ｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ｏｒｇａｎｉｓｍｓ））と
組み合わせて、遺伝子工学法によって得られるトランスジェニック植物および植物品種お
よびこの部分が処理される。用語「部分」または「植物の部分」または「植物部分」は、
上記で説明した。
【００７０】
　特に好ましくは、各ケースにおいて市販されているかまたは使用されている植物品種の
植物が、本発明に従って処理される。
【００７１】
　植物種または植物品種、これらの場所および成長条件（土壌、気候、生育期間、栄養）
に依存して、本発明による処理はまた、超相加的（「相乗」）効果を生じさせるかもしれ
ない。したがって、実際に予想される効果を超える、例えば、適容量の減少および／また
は活性スペクトルの拡大および／または本発明に従って使用され得る物質および組成物の
活性の増加、より十分な植物成長、より発達した根系、植物種および植物品種のより高い
耐性、芽の増加した成長、より高い植物生命力、高温または低温に対する高められた耐容
性、渇水または水もしくは土壌塩含有量に対する高められた耐容性、高められた開花能、
より容易な収穫、促進された成熟、より高い収穫率、より大きな果物、より高い植物背丈
、より緑色の葉、より容易な開花、収穫された産物のより良好な品質および／またはより
高い栄養価、果物中のより高い糖濃度、収穫された産物のより良好な保管安定性および／
または加工性が、可能である。
【００７２】
　好ましくは本発明に従って処理されるトランスジェニック植物または植物品種（即ち、
遺伝子工学によって得られたもの）としては、遺伝子修飾において、これらの植物に対し
て特に有利で有益な性質（「形質」）を与える遺伝子材料を受領した全ての植物が挙げら
れる。このような性質の例は、より良好な植物成長、高温もしくは低温に対する高められ
た耐容性、渇水または水もしくは土壌塩含有量に対する高められた耐容性、高められた開
花能、より容易な収穫、促進された成熟、より高い収穫率、収穫された産物のより高い品
質および／またはより高い栄養価、収穫された産物のより良好な保管安定性および／また
は加工性である。このような性質のさらにおよび特に強調される例は、動物および有害微
生物（例えば、昆虫、ダニ、植物病原性真菌、細菌および／またはウイルス）に対する植
物のより十分な防衛、ならびにまた、特定の除草活性化合物に対する植物の高められた耐
容性である。言及され得るトランスジェニック植物の例は、重要な作物、例えば、穀草類
（小麦、米）、トウモロコシ、大豆、ジャガイモ、綿、アブラナ、ならびにまた果物植物
（果物、リンゴ、西洋ナシ、シトラスフルーツおよびブドウ）であり、および特に強調さ
れるのは、トウモロコシ、大豆、ジャガイモ、綿およびアブラナである。強調される形質
は、特に、植物中で形成される毒素、特に、バチルス・チューリンゲンシス由来の遺伝子
材料によって（例えば、遺伝子ＣｒｙＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）
、ＣｒｙＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒ
ｙ３ＢｂおよびＣｒｙＩＦならびにこれらの組合せによって）植物（本明細書以下におい
て、「Ｂｔ植物」と称する）中で形成されるものによる、昆虫に対する植物の高められた
防衛である。さらに特に強調される形質は、特定の除草活性化合物、例えば、イミダゾリ
ノン類、スルホニル尿素、グリホサートまたはホスフィノトリシン（例えば、「ＰＡＴ」
遺伝子）に対する植物の高められた耐容性である。問題の所望の形質を与える遺伝子はま
た、トランスジェニック植物中に互いに組み合わされて存在し得る。言及され得る「Ｂｔ
植物」の例は、商品名ＹＩＥＬＤ　ＧＡＲＤ（登録商標）（例えば、トウモロコシ、綿、
大豆）、ＫｎｏｃｋＯｕｔ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、ＳｔａｒＬｉｎｋ（
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登録商標）（例えば、トウモロコシ）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録商標）（綿）、Ｎｕｃｏ
ｔｎ（登録商標）（綿）およびＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（ジャガイモ）で販売されて
いる、トウモロコシ品種、綿品種、大豆品種およびジャガイモ品種である。言及され得る
除草剤耐容性植物の例は、商品名Ｒｏｕｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ（登録商標）（グリホサー
トに対して耐容性、例えば、トウモロコシ、綿、大豆）、Ｌｉｂｅｒｔｙ　Ｌｉｎｋ（登
録商標）（ホスフィノトリシンに対して耐容性、例えば、アブラナ）、ＩＭＩ（登録商標
）（イミダゾリノンに対して耐容性）およびＳＴＳ（登録商標）（スルホニル尿素に対し
て耐容性、例えば、トウモロコシ）で販売されている、トウモロコシ品種、綿品種および
大豆品種である。言及され得る耐除草剤植物（除草剤耐容性のために従来の様式で品種改
良された植物）としてはまた、商品名Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）（例えば、トウ
モロコシ）で販売されている品種が挙げられる。当然ながら、これらの記載はまた、これ
らの遺伝子形質または開発中の遺伝子形質を有し、および将来開発されおよび／または販
売される植物品種にも適用される。
【００７３】
　これらの特定の物理的および／または化学的特性に依存して、本発明による活性化合物
は、慣用的な製剤、例えば、溶液、エマルジョン、懸濁液、粉末、ダスト（ｄｕｓｔｓ）
、フォーム、ペースト、可溶性粉末、顆粒、エアロゾル、サスポエマルジョン濃縮物（ｓ
ｕｓｐｏｅｍｕｌｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｓ）、活性化合物が含浸された天然
および合成材料、ならびに種子用のコーティング組成物中およびポリマー物質中のマイク
ロカプセル化、ならびにＵＬＶ冷および温噴霧製剤へ変換され得る。
【００７４】
　これらの製剤は、公知の様式で、例えば、活性化合物または活性化合物の組合せと、増
量剤、即ち、液体溶媒、圧力下での液化ガス、および／または固体担体とを混合すること
によって（必要に応じて、乳化剤および／または分散剤、および／または発泡剤（ｆｏａ
ｍ　ｆｏｒｍｅｒｓ）である、界面活性剤を使用して）、製造される。
【００７５】
　使用される増量剤が水である場合、例えば、補助溶媒として有機溶媒を使用することも
可能である。本質的に、好適な液体溶媒は、以下である：芳香族、例えば、キシレン、ト
ルエンまたはアルキルナフタレン、塩素化芳香族または塩素化脂肪族炭化水素、例えば、
クロロベンゼン、クロロエチレンまたは塩化メチレン、脂肪族炭化水素、例えば、シクロ
ヘキサンまたはパラフィン、例えば、石油留分、鉱油および植物油、アルコール、例えば
、ブタノールまたはグリコールおよびこれらのエーテルおよびエステル、ケトン、例えば
、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンまたはシクロヘキサノン、非
常に極性の溶媒、例えば、ジメチルホルムアミドおよびジメチルスルホキシド、もしくは
水。
【００７６】
　液化ガス増量剤または担体は、標準的な温度および大気圧でガス状である液体、例えば
、エアゾール噴射剤、例えば、ブタン、プロパン、窒素および二酸化炭素を意味すると理
解される。
【００７７】
　好適な固体担体は、以下である：例えば、アンモニウム塩および天然鉱物、例えば、カ
オリン、クレイ、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイトまたは
珪藻土、および合成鉱物、例えば、微粉化シリカ、アルミナおよびシリケート。顆粒剤に
好適な固体担体は、以下である：例えば、破砕および分画された天然石、例えば、方解石
、大理石、軽石、海泡石および白雲石、もしくは無機および有機ミール（ｍｅａｌｓ）の
合成顆粒、ならびに有機材料の顆粒、例えば、おがくず、ココナッツの殻、トウモロコシ
の穂軸およびタバコの茎。好適な乳化剤および／または発泡剤（ｆｏａｍ　ｆｏｒｍｅｒ
ｓ）は、以下である：ノニオン性およびアニオン性乳化剤、例えば、ポリオキシエチレン
脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪族アルコールエーテル、例えば、アルキルアリ
ールポリグリコールエーテル、アルキルスルホネート、アルキルスルフェート、アリール
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スルホネート、もしくは蛋白質加水分解物。好適な分散剤は、以下である：例えば、リグ
ノスルファイト（ｌｉｇｎｏｓｕｌｐｈｉｔｅ）廃液およびメチルセルロース。
【００７８】
　粘着付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、天然および合成ポリマー（粉末、
顆粒またはラテックスの形態）、例えば、アラビアゴム、ポリビニルアルコールおよびポ
リビニルアセテート、もしくは天然リン脂質、例えば、セファリンおよびレシチン、なら
びに合成リン脂質が、製剤中において使用され得る。他の可能な添加剤は、鉱油および植
物油である。
【００７９】
　着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタンおよびプルシアンブルー、お
よび有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料、ならびに微量栄養素、例えば、鉄、
マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデンおよび亜鉛の塩を使用することも可能であ
る。
【００８０】
　市販の製剤から調製される使用形態の活性化合物含有量は、広範囲にわたって変化し得
る。有害動物（例えば、昆虫およびコナダニ）を制御するための使用形態の活性化合物の
濃度は、０．００００００１から９５重量％の活性化合物であり得、および好ましくは０
．０００１から１重量％である。適用は、使用形態に適合された慣用的な様式によってで
ある。
【００８１】
　望まれない植物病原性真菌を制御するための製剤は、一般的に、０．１から９５重量％
、好ましくは０．５から９０重量％の活性化合物を含む。
【００８２】
　本発明による活性化合物の組合せは、このままで、これらの製剤の形態で、もしくはこ
れらから調製される使用形態、例えば、レディー・トゥー・ユース溶液、乳剤、エマルジ
ョン、懸濁液、湿潤性粉末、可溶性粉末、ダストおよび顆粒として使用され得る。これら
は、慣用的な様式で、例えば、散水（ドレンチング（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ））、細流潅漑
（ｄｒｉｐ　ｉｒｒｉｇａｔｉｏｎ）、噴霧、霧化、散布、ダスティング（ｄｕｓｔｉｎ
ｇ）、発泡（ｆｏａｍｉｎｇ）、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、ならびに乾燥種子
処理用の粉末、種子処理用の溶液、種子処理用の水溶性粉末、スラリー処理用の水溶性粉
末として、もしくはちりばめること（ｅｎｃｒｕｓｔｉｎｇ）などによって、使用される
。
【００８３】
　本発明による活性化合物の組合せは、市販の製剤中およびこれらの製剤から調製される
使用形態中において、他の活性化合物（例えば、殺虫剤、誘引剤、滅菌剤、殺細菌剤、殺
ダニ剤、殺線虫剤、殺真菌剤、成長調節剤または除草剤）との混合物として存在し得る。
【００８４】
　本発明による活性化合物の組合せを使用する場合、適用量は、適用の種類に依存して、
比較的に広い範囲において変化され得る。植物の部分の処理において、活性化合物の組合
せの適用量は、一般的に、０．１から１００００ｇ／ｈａ、好ましくは１０から１０００
ｇ／ｈａである。種子の処理において、活性化合物の組合せの適用量は、一般的に、種子
１ｋｇ当たり０．００１から５０ｇ、好ましくは種子１ｋｇ当たり０．００１から１０ｇ
である。土壌の処理において、活性化合物の組合せの適用量は、０．１から１００００ｇ
／ｈａ、好ましくは１から５０００ｇ／ｈａである。
【００８５】
　活性化合物の組合せは、このままで、濃縮物の形態で、もしくは一般的に慣用的な製剤
（例えば、散剤、顆粒剤、液剤、懸濁剤、エマルジョンまたはペースト）の形態で、使用
され得る。
【００８６】
　記載の製剤は、それ自体が公知の様式で、例えば、活性化合物と、少なくとも１つの溶
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媒または希釈剤、乳化剤、分散剤および／または結合剤または固定剤、撥水剤、必要に応
じて乾燥剤およびＵＶ安定剤、および必要に応じて、着色剤および顔料ならびに他の加工
補助剤とを混合することによって調製され得る。
【００８７】
　本発明による活性化合物の組合せの良好な殺真菌作用は、下記の実施例によって実証さ
れる。個々の化成化合物はこれらの殺真菌作用において弱さを示すが、前記組合せは、作
用の単純な合計を超える作用を示す。
【００８８】
　前記活性化合物の組合せの殺真菌作用が、個々に適用される場合の活性化合物の作用の
合計を超える場合、殺真菌剤における相乗効果は、常に存在する。
【００８９】
　２つの活性化合物の所定の組合せについての予想される殺真菌作用は、Ｓ．Ｒ．Ｃｏｌ
ｂｙ（“Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　Ａｎｔａｇｏｎｉ
ｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ
”，Ｗｅｅｄｓ　１９６７，１５，２０－２２）に従って、下記のように算出され得る。
【００９０】
　Ｘが、ｍｇ／ｈａの適用量での活性化合物Ａを使用する場合の効果であり、
　Ｙが、ｎｇ／ｈａの適用量での活性化合物Ｂを使用する場合の効果であり、
　Ｅが、ｍおよびｎｇ／ｈａの適用量での活性化合物ＡおよびＢを使用する場合の効果で
ある場合、
【００９１】

【数１】

である。
【００９２】
　ここで、効果は％で決定される。０％は対照のものの効果に対応する効果を意味し、一
方で、１００％の効果は、感染が観察されないことを意味する。
【００９３】
　ここで、実際の殺真菌作用が計算値を超える場合、組合せの作用は超相加的であり、即
ち、相乗効果が存在する。この場合、実際に観察される効果は、予想される効果（Ｅ）に
ついての上記式を使用して算出される値を超えなければならない。
【実施例】
【００９４】
　使用実施例
　（実施例Ａ）
　ピリクラリア・オリザエ（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）テスト（インビト
ロ）／マイクロタイタープレート
　液体テスト媒体としてポテトデキストロースブロス（ＰＤＢ）を使用してマイクロタイ
タープレートにおいてミクロテストを行った。活性化合物を、アセトン中に溶解された、
テクニカル－グレードａ．ｉ．として、または市販の製剤として使用した。接種のために
、ピリクラリア・オリザエの胞子懸濁液が使用される。暗室においておよび振盪しながら
（１０Ｈｚ）４日間のインキュベーション後、マイクロタイタープレートのそれぞれ満た
されたキャビティの透明度を、分光光度計を使用して測定した。０％は、対照中の成長に
対応する効果を意味し、一方、１００％の効果は、真菌増殖が観察されないことを意味す
る。
【００９５】
　下記の表は、本発明による活性化合物の組合せについて見られた活性が、算出されたも
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【００９６】
【表４】

【００９７】
　（実施例Ｂ）
　アルテナリア・マリ（Ａｌｔｅｎａｒｉａ　ｍａｌｉ）テスト（インビトロ）／マイク
ロタイタープレート
　液体テスト媒体としてポテトデキストロースブロス（ＰＤＢ）を使用してマイクロタイ
タープレートにおいてミクロテストを行った。活性化合物を、アセトン中に溶解されたテ
クニカル－グレードａ．ｉ．として、または市販の製剤として使用した。接種のために、
アルテナリア・マリの胞子懸濁液が使用される。暗室においておよび振盪しながら（１０
Ｈｚ）３日間のインキュベーション後、マイクロタイタープレートのそれぞれ満たされた
キャビティの透明度を、分光光度計を使用して測定した。０％は、対照中の成長に対応す
る効果を意味し、一方、１００％の効果は、真菌増殖が観察されないことを意味する。
【００９８】
　下記の表は、本発明による活性化合物の組合せについて見られた活性が、算出されたも
のよりも大きいこと、即ち、相乗効果が存在することを明らかに示している。
【００９９】
【表５】



(23) JP 5000636 B2 2012.8.15

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100103920
            弁理士　大崎　勝真
(74)代理人  100124855
            弁理士　坪倉　道明
(72)発明者  シユテイ－ハインツ，アンヌ
            ドイツ国、４０７６４・ランゲンフエルト、シユリーパー・シユトラーセ・２９
(72)発明者  シユツツ，ブルクハルト
            ドイツ国、４０５９７・デユツセルドルフ、ベンラター・シユロスアレー・２３
(72)発明者  フオイラー，ゲーアハルト－ヨハン
            ドイツ国、６５８３５・リーダーバハ、アム・キユーレン・グルント・７
(72)発明者  エルベ，ハンス－ルートビヒ
            ドイツ国、４２３２９・ブツパータール、ダスネツケル・５９

    審査官  坂崎　恵美子

(56)参考文献  特開２００１－０７２５０７（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－０７２５０８（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５２－０１８８１９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－０７２５１３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－１７５９１７（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－０２６９１１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A01N  43/56
              A01N  37/24
              A01N  57/14
              CA/REGISTRY(STN)


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

